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環境保全型農業の目的と効果のPRについて （再掲：第８回委員会資料より）

○実施してきた本事業の成果と、これまでの議論を踏まえ、取組の目的と効果をわかりやすく整理し、
取組への後押しとなるよう農業者等にわかりやすくかつ広く伝える方法を検討したい。

＜実需者、消費者向け 環境保全型農業の存在をPR＞
・既存チラシを直近の公表値に合わせて更新
・生物多様性の説明を更新
・SDGsのマークを追記
・環境バイオマス政策課の見える化シールを紹介

A4裏表

＜農業者、行政担当者、教育現場向け 取組の目的・効果をPR ＞
・各取組の目的と効果を簡潔に整理
・農業大学校等教育機関への配布も想定

A4裏表

目的に合わせて２種類のチラシを作成し、実需者・消費者向け及び農業者・行政・教育現場向け
それぞれのターゲットに向けた内容を検討。

これまで手薄だった支援対象取組の環境保全効果をPR。

１

知っていて、要件等を理解している 4.9%

名前を聞いたことはある 
33.5%

名前を聞いたこともない 
61.6%

(N=815)

令和４年度の中間年評価では、農業現場での安定した環境保全型農業の
活動をえるために必要な事業として本交付金を評価している。しかし、
同年に「本交付金に取り組んでいない農業者」に行ったアンケートでは、
本交付金の名前を聞いたこともないの回答が61.6％と認知が進んでいない
状況が明らかになった。一方、取組意向を聞いた問では、現状は取り組んで
いないが、今後取り組みたいの回答が46%と高かったことから、本交付金の
PR強化が必要であると理解し対策を検討したい。 「本交付金に取り組んでいない農業者」に本交付金の

認知度を聞いた結果（出典：第６回委員会資料２）



実需者、消費者向けチラシ

「環境保全型農業」という言葉の認知が広がるよう作成

２



農業者、行政担当者、教育現場向けチラシ

消費者向けよりも詳細な説明資料になるよう作成

5
３



配付方法と効果の検証について

○紙媒体での配付に加え、SNSやメルマガ等を利用して周知を進めます。

４

農林水産省が定期配信している以下のチャネルを利用して、農業者や消費者にチラシを発信します。

＜既存チャネル＞
・e-普及だより 本省と普及センター、普及員の間の距離を縮め、本省での農政や普及の動き、考え方などを即時にお伝えし、

また、現場での考えなども伝えることを目的としたメールマガジンです。

・農業担い手メールマガジン 農業者や農業関係者の皆様との双方向の情報受発信を行うためのメールマガジンです。

・米に関するメールマガジン 米の流通に係るよりきめ細かい需給・価格情報、販売進捗・在庫情報等について提供することを
目的としたメールマガジンです。

・フェイスブック フォロワー数は4.4万人おります。

・MAFFアプリ 農・林・漁業に携わる皆さまに役立つ情報を農林水産省から直接お届けするスマホ用アプリです。

フェイスブック MAFFアプリ
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